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漢語サ変動詞の日中対比 
 
 
吉 田 雅 子 
 
1. はじめに 
中国人日本語学習者の作文によく見られる誤用例を検討して，日本語教育
に役立てようという研究は，これまでも多くなされてきた。たとえば，佐治
圭三(1992)，顧海根(1987)，河村静江(2005)等多数である。どのように学習者
の誤用が起こり，その誤用を生まないための方法は何か，たやすく効果的な
指導法は何か，などが問題にされてきた。特に，同じ意味を持つ同形語に関
しては，ほとんど問題がないと思われてきた。谢秀忱(1983)は，その一例で
ある。 
理性的認識は感性的認識に依存するし，感性的認識は理性的認識にまで
発展させるべきである。これが弁証法唯物論の認識論である。（理性认
识依赖于感性认识, 感性认识有待于发展到理性认识, 这就是辩证唯物论
的认识论.） 
このように使用語彙がほとんど名詞で対応している場合は問題が起きない
と考えてもよい。ところが，動詞になると若干状況が変化するし，形容動詞
においても，注意が必要となる。大河内康憲(1997)はこの点に関して，次の
ように述べている。 
明治以後盛んに行われるようになった漢語で，中国語でも現在使われて
いるものをとりあげたい。これらは教育現場での効用が大きいからであ
る。ほぼ同じ意味で使われるかの如くに見えて微妙に差がある。学習者
にとってしばしば陥し穴になっている。 
さらに，石堅・王建康(1983)には，多数の用例とその分類が示されている。
その中では，「安定な生活」を誤用例としてあげ，漢語サ変動詞の「安定す
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る」を形容動詞のように理解する現象を，中国語の干渉であると述べ，それ
は，漢語語彙の品詞の取り違えに起因するものであるとしている。なるほ
ど，中国語と日本語は漢字を共有しており，その歴史も古く，中国語を母語
とする日本語学習者にとって，利点でもあり，不利な面でもある。日本語を
かなり見事に使用する中国人でも，「言葉を豊富させる」などという誤用を
起こすのである。このような誤用は初級者のものではない。そのため，解決
は，たやすくない。解決への一歩として，今回は日本語の漢語サ変動詞に対
象を絞り，日中の品詞の相違について整理してみる。 
 
2. 誤用例に挙げられている語彙 
  石堅・王建康(1983)は，現象を次の 8 種に分類している。 
  A 形容詞（中国語）⇔自動詞（日本語） 
   用例：緊張，腐敗，衰弱，憔悴，熟練，繁栄，昂揚，興奮，混雑，老
成，徹底，一致，謙遜，一貫  
  B  副詞（中国語），日本語（動詞） 
   用例：徹底，一貫，連続，一致 
  C 形容詞（中国語）⇔形容動詞（日本語） 
   用例：純潔，健全，豊富，明確 
  D 他動詞あるいは自他動詞（中国語）⇔自動詞（日本語） 
   用例：撤退，分裂，成立，顛倒，瓦解，分化，通過，発展，武装，普
及，団結，激怒，感動，満足，降伏，動揺，大敗，餓死，凍死，焼死 
  E 他動詞（中国語）⇔に格をとる自動詞（日本語） 
   用例：反対，侵入，感謝，加入，潜入，命中，迎合，服従，報復，同
情，同意，投降，着手，適応，注意，対抗，賛成，従事，出席，参加，
接近，感染，順応，信服，抗議，干渉，違反，満足 
  F 自他動詞（中国語）⇔名詞（日本語） 
   用例：打撃，損害，参考，犠牲，根拠，危害，関心，負債 
  G その他  Ｈ 名詞（中国語）⇔動詞（日本語）
漢語サ変動詞の日中対比 41 
 ここに挙げられた語彙の日本語・中国語の品詞分類を表にまとめると次の
ようになる。○印は，該当するもの，×は該当する品詞のないもの，△は，
形容詞だが，～地を使って動詞を修飾できるものであり，品詞は新しく調べ
たものである。 
≪石堅・王建康（1983）の日中語の品詞≫ 
A 日・動 日名 日・形 日形動 日副 中動 中名 中形 中副 和製
腐敗 自サ ○    ○ × ○ ×  
安定 自サ ○    ○ × ○ ×  
緊迫 自サ ○    × × ○ ×  
緊張 自サ ○    × × ○ × ○ 
興奮 自サ ○    ○ × ○ × ○ 
混乱 自サ ○    × × ○ ×  
混雑 自サ ○    ○ × × ×  
孤立 自サ ○    ○ × ○ ×  
充実 自サ ○    ○ × ○ ×  
熟練 自サ ○    × × ○ ×  
憔悴 自サ ○    × × ○ ×  
衰弱 自サ ○    ○ × ○ ×  
独立 自サ ○    ○ ○ ○ ×  
繁栄 自サ ○    ○ × ○ ×  
密集 自サ ○    ○ × ○ ×  
老成 自サ ○    × × ○ ×  
矛盾 自サ ○    ○ ○ ○ ×  
発達 自サ ○    ○ × ○ ×  
狼狽 自サ ○    × × ○ ×  
Ｂ           
軽蔑 他サ ○    ○ × × △  
一貫 自サ ○    × × ○ ○ ○ 
一致 自サ ○    × × ○ △  
謙遜 自サ ○  ○  × × ○ △  
徹底 自サ ○  ○  × × ○ △  
昂揚 自他サ     ○ × × ×  
激昂      × × ○ ×  
安心 自サ ○  ○  ○ × × △  
憤慨 自他サ ○    × × ○ ×  
感激 自サ ○  ○  ○ × × △  
努力 自サ     ○ ○ ○ △  
驚喜 自サ     × × ○ △  
徹夜 自サ     × ○ × △  
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C           
健全    ○  ○ × ○ ×  
強固    ○  × × ○ ×  
豊富    ○  ○ × ○ ×  
純潔  ○  ○  ○ × ○ ×  
明確    ○  ○ × ○ △  
D           
瓦解 自サ ○    ○ △ × ×  
感動 自サ ○    ○ × × △  
激怒 自サ ○    ○ × × ×  
降伏 自サ ○    無     
成立 自サ ○    ○ × × ×  
旋回 自サ ○    無     
大敗 自サ ○    無     
団結 自サ ○    ○ △ ○ ×  
通過 自サ ○    ○    ○ 
撤退 自サ ○    ○ × × ×  
顛倒 自他サ ○    ○ × × ×  
動揺 自サ ○    ○ × × ×  
発展 自サ ○    ○ × × △ ○ 
武装 自サ ○    ○ ○ × ×  
普及 自サ ○    ○ × × ×  
分化 自サ ○    ○ ○ × × ○ 
分裂 自サ ○    ○ ○ × ×  
満足 自サ ○  ○  ○ × × ×  
餓死 自サ ○    × × ○ ×  
出動 自サ ○    ○ × × ×  
E           
違反 自サ ○    ○ × × ×  
加入 自サ ○    ○ × × × ○ 
感謝 自他サ ○    ○ × × ×  
干渉 自サ ○    ○ ○ × ×  
迎合 自サ ○    ○ × × ×  
抗議 自サ ○    ○ × × ×  
賛成 自サ ○    ○ × × ×  
参加 自サ ○ × × × ○ × × × ○ 
従事 自サ ○    ○ × × ×  
出席 自サ ○    ○ × × ×  
順応 自サ ○    ○ × × ×  
侵入 自サ ○    ○ × × ×  
信服 自サ ○    ○ × × ×  
接近 自サ ○    ○ × ○ ×  
潜入 自サ ○    ○ × × ×  
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対抗 自サ ○    ○ × × ×  
適応 自サ ○    ○ × × × ○ 
着手 自サ ○    ○ × × ×  
同意 自サ ○    ○ × × ×  
同情 自サ ○    ○ × × ×  
投降 自サ ○    無    ○ 
反対 自サ ○  ○  ○ × × ×  
服従 自サ ○    ○ × × ×  
報復 自サ ○    ○ × × ×  
命中 自サ ○    ○ × × ×  
影響 自サ ○    ○ ○ × × ○ 
屈服 自サ ○    ○ × × ×  
適合 自サ ○    ○ × ○ ×  
F           
打撃  ○    ○ × × ×  
根拠  ○    ○ ○ × ×  
関心  ○    ○     
危害  ○    ○ × × ×  
犠牲  ○    ○ ○ × ×  
損害  ○    ○ × × ×  
参考  ○    ○ × × ×  
迷信  ○    ○ ○ × ×  
賄賂  ○    ○ ○ × ×  
G           
留学 自サ ○    ○ × × × ○ 
避難 自サ ○    ○ × × ×  
亡命 自サ ○    ○ × ○ △  
H           
司会 自他サ ○    無     
挫折 自サ ○    ○ ○ × ×  
信用 自サ ○    × ○ × × 外 
戦争  ○    × ○ × ×  
提案 他サ ○    × ○   ○ 
経験 自サ ○    ○ ○ × × ○ 
原因 × ○ × × × × ○ × × ○ 
会議 自サ ○    × ○ × ×  
宣言 自サ ○    ○ ○ × ×  
勝負 自サ ○    × ○ × ×  
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3. 2 の用例についての説明 
前述≪石堅・王建康≫(1983)の説明を以下に示す。 
[A の説明] 
緊張を例にとると，（当時，我非常緊張)(その時，私は非常に緊張してい
た)(＊その時私は非常に緊張でした）のような誤用が起きる。この種の動詞
は日本語では状態を表す動詞であると同時に瞬間動詞でもある。一部の語は
日本語ではその動詞性が明確であるが，中国語では，形容詞なのか，自動詞
なのか，あるいは形容詞と自動詞に兼属しているのか不明確である。たとえ
ば，独立，安定，孤立，対立，努力，など。 
[B の説明] 
これらの語が日本語で述語を修飾すると，「～して」の形をとるのが普通
であるが，中国語で副詞であるため，直接修飾させてしまい，「～して」を
落としてしまう。 
[C の説明] 
中国語で形容詞・他動詞として用いられ，日本語では形容動詞として用い
られる場合，これらの語に「する」をつけて他動詞にすることはできない。
たとえば，「明確する」のように。この場合，形容動詞の連用形に「にする」
という形にして他動詞の役割を持たせる。（豊富我們的文化生活)(われわれ
の文化生活を豊富にする)(＊われわれの文化生活を豊富する） 
[D の説明] 
これらの語は日本語で他動詞として用いる場合，使役形をとる。 
（我們必須発展工業）（われわれは工業を発展させなければならない）（＊
われわれは工業を発展しなければならない） 
[E の説明] 
中国語は他動詞，日本語は自動詞の場合，「に」で表わされる対象語を必
要とする。たとえば，（淑君十分同情那女子)(淑君はその女にすっかり同情
している)(＊淑君はその女をすっかり同情している） 
この種の同形語の中でも，「反対・注意」のように「を」格をとるものも
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ある。 
[F の説明] 
中国語で自他動詞，日本語では名詞。打撃，参考，関心など。 
[G の説明] 
(1) 感動 
中国語では自他動詞。日本語では自動詞。日本語では使役形にして他動詞
にする。このような語は中国語では受動態で用いられる場合が多い。（小盛
被他的話感動了)(盛さんは彼の言葉に感動した/感動させられた）＊（盛さん
は彼の言葉に感動された） 
(2) 留学 
中国語には移動動詞のような意味はない。（他上日本留学去了)(彼は日本
へ留学した）＊（彼は日本へ留学しに行った） 
(3) 散歩 
「散歩」など経過を表す同形語は，次のような誤用が見られる。 
（在公園散歩)(公園を散歩する）＊（公園で散歩する） 
「散歩」は中国語で直接目的語を取らないので間違いの可能性が高い。こ
のほかに，中国語で，動詞から転用した名詞があるが，それらの語は日本語
では相変わらず動詞として用いられている。その意味も原義を保っているの
で間違いやすい。提案，司会，司令，戦争，関係，原因，会議，挫折，勝負，
落葉など。 
これらの説明より，品詞のずれが色々な個所に起こり得る現象であるのが
分かるが，今回調べた品詞分類と一部分異なる品詞が見られた。 
 
4. 誤用例 2 
河村静江(2005)の内容を簡単にまとめる。 
 1 日中ともに用法にずれがないもの 
  a「ヲ」格をとる動詞「逮捕｣｢予約｣｢解雇｣｢祝福｣｢尊敬｣｢治療」 
  b「ガ」格をとる動詞「故障」 
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  c「二」格をとる動詞「求婚｣｢自首」 
 2 日中の用法に一部ずれがある者 
  a 日本語では「ヲ」格をとるが中国語は SV・SVO 両方の表現が可能。「修
理｣｢矯正｣｢浪費｣｢発揮｣｢発明｣｢確認」 
  b 日本語では「ニ」格をとるが中国語では SVO と介詞（日本語の「に」
にあたる）を用いた表現が可能 「移民｣｢接近｣｢出兵｣｢着陸｣｢熱中」 
  c 日本語では「ガ」格をとるが中国語は SV・SVO 両方の表現が可能。「発
展｣｢安定｣｢餓死」 
 3 日中の用法に大きくずれがある者 
  a 日本語では「ガ」格をとるが中国語では SVO 表現 
    「発生｣｢流行｣｢焼死」 
  b 日本語では「ニ」格をとるが中国語は SVO 表現 
  「参加｣｢感謝｣｢加盟｣｢抵抗｣｢違反｣｢当選｣｢感染｣｢従事」「反対｣｢出席｣ 
  「同情」 
 この中では，3 の b の例で，「～を参加する」「～を反対する」の様な誤
用はよくみられる。目的語を持つ文には，「ヲ」格を使用すると指導するこ
とが多い。このため誤用を生みやすくしている。 
 
5. 組み合わせから見たサ変動詞 
次に，中国人日本語学習者は，サ変動詞のどの部分を手がかりに意味をと
るのだろうか，という点について考えてみたい。同形であれば，同じ意味だ
と解釈するだろう。しかし，細かいところではどうなのだろうか。それを調
べるために，サ変動詞 1080 語の中国語訳と品詞を一覧表にまとめてみた。資
料は，相澤正夫(1993)による。語彙を形の上からその組み合わせを考えてみ
ることにした。今回の分類は，以下のとおりである。 
①全く同形 ②同形＋別語 ③別動詞＋同形 ④否定詞＋同形 
⑤動詞なし，名詞あり ⑥動詞なし，形容詞あり 
⑦別形の動詞，名詞に同形 ⑧二字とも異形 ⑨別動詞＋別語 
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例として，最初の一部を書きだすと次のようになる。 
1 あいさつする⑨ 2 合図する⑨ 3 愛読する① 4 愛用する① 5 
握手する① 6 あくびする⑨ 7 朝寝坊する⑨ 8 汗する③ 9 値する
② 10 悪化する① 11 あっさりする⑥ 12 圧迫する① 13 アルバイ
トする⑨ 14 暗記する⑧ 15 暗殺する① 16 暗示する① 17 安心す
る③ 18 安定する① 21 案内する⑨ 22 言い訳する⑧ 23 家出する
② 24 生き生きする② 25 意見する⑤ 26 意識する② 27 維持する
① 28 移住する⑨ 29 いたずらする⑨ 30 一言する⑨ 31 位置する
⑤ 32 一周する⑨ 33 一緒する⑧ 34 一致する① 35 一定する⑥ 
以下略。 
まとめると，各分類の割合は次の通りである。 
①56.9％ ②5.3％ ③6.5％ ④0.1％ ⑤2.0％ ⑥1.2％ ⑦0.0％  
⑧18.65％ ⑨9.3％ 
この中で，①＋②＋③は 68.7％，⑤＋⑥は 3.2％，④＋⑧＋⑨は 28.1％とな
る。 
大まかに判断すれば，①から③は，字体から，ある程度意味が推測できる
サ変動詞と言える。見た目からは，判断しにくいと思われるのが，④＋⑧＋
⑨である。それでは，品詞から，はっきりしない⑤と⑥はどのように考えれ
ばよいのだろうか。まず⑤と⑥に分類された語彙を見てみる。 
 
6. 漢語サ変動詞の構造で 5 と 6 に入った単語 
【5】動詞無し，名詞あり 
  25，意見する 中文，動詞なし，名詞あり（意見，想法） 
  31，位置する 中文，動詞なし，名詞あり（位置，場所） 
 123，科学する 中文，動詞なし，名詞，形容詞あり（科学）  
 143，括弧する 中文，動詞なし，名詞あり（括弧） 
 277，結果する 中文，動詞なし，名詞あり（結果） 
 284，結論する 中文，動詞なし，名詞あり（結論） 
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 288，原因する 中文，動詞なし，名詞あり，和製漢語（「詞彙」） 
 301，行為する 中文，動詞なし，名詞あり（行為，作為） 
 337，合理化する 中文，動詞なし，名詞あり（合理化） 
 377，錯覚する 中文，動詞なし，名詞あり（錯覚） 
 415，実感する 中文，動詞なし，名詞あり（実感） 
「飛田」和製漢語 
 655，足し算する 中文，動詞なし，名詞あり（加法） 
 671，近道する 中文，動詞なし，名詞あり（近道） 
 745，手続きする 中文，動詞なし，名詞あり（手続） 
 753，展覧する 中文，動詞あり，名詞あり（展覧） 
 785，共稼ぎする 中文，動詞なし，名詞あり，（双職工） 
1078，割り算する 中文，動詞なし，名詞あり，（除法） 
【6】動詞無し，形容詞あり 
  35，一定する 中文，動詞なし，形容詞，非述形容詞，副詞 
 222，共通する 中文，動詞なし，非述形容詞，＋的，共鳴， 
 223，共同する 中文，動詞なし，非述形容詞，副詞あり（共同研究―共同
して研究する）「飛田」和製漢語（共同便所）225 恐怖する 中文，動詞な
し，形容詞（恐ろしい），名詞（恐怖，テロ） 
 237，緊張する 中文，動詞なし，形容詞，和製漢語（詞彙） 
 352，混乱する 中文，動詞なし，形容詞（混乱している） 
 658，妥当する 中文，形容詞（妥当である，適当である） 
 746，徹底する 中文，動詞なし，形容詞（徹底している）連用形，連体形 
 913，不自由する 中文，動詞なし，形容詞あり（不方便） 
1028，油断する 中文，動詞なし，（粗心大意） 
5 についてみれば，動詞の意味を中国語が持たないので，これらの動詞表現
は苦手だということになる。「原因」と「実感」は和製漢語であり，分かり
難さを加えている。6 を見ると，「共同」と「緊張」は和製漢語で，「一定」
「共通」は非述形容詞である。5 と同じ理由で，分かりにくい語である。 
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7. 同形語の日中品詞分類 
 日本語のサ変漢語動詞の実態を探すため，『新選国語辞典』(1959)で，実
際に単語を拾ってみると，自動詞 181，他動詞 222，自他動詞 48 のうち，名
詞がない，動詞だけのものは 25，全体の 5.5％となった。これらを含めて，
同形語の日本語と中国語とで，品詞の重なりはどうなっているのだろうか。
先ほどの 1080 のサ変動詞の，同形語を取り出し，その品詞が中国語ではどう
なのかについて見てみる。 
 すでに約 6 割の単語が，分類①の同形語であることが，わかっているが，
これらを次のような分類で分けてみる。①から⑤に含まれないものは，動詞
だけを持つものである。 
【分類】 
① 非述形容詞 
② 和製漢語 
③ 1 日本語がサ変動詞で，中国語が名詞だけのもの 
 ―2 中国語が動詞と名詞のもの 
④ ―1 日本語がサ変動詞で，中国語が形容詞のもの 
 ―2 形容詞と動詞 
⑤ 本語がサ変動詞で，動詞以外に他の品詞を持つもの 
 繁雑にはなるが，例がある方が分かりやすいので，以下に記す。 
【具体例】 
①84 応用，130 確定，145 活動，348 固定，362 栽培，520 所有，949 
平行 
②60 運動，119 解散，121 改良，231 記録，298 検討，330 肯定，335 
興奮 339 考慮，345 故障，384 参加，399 刺激，453 集中，470 出
席，474 出版 481 消化，493 消毒，497 蒸発，498 消毒，574 設
計，575 接触，580 説明 582 設立，635 体験，636 対抗，640 対
比，643 代表，649 対立，652 妥協 711 通過，730 提供，731 抵
抗，767 到達，776 独裁，779 独占，855 発展 863 反映，867 反
射，870 反省，871 反対，875 反応，893 批評，899 表現 
 985 保存，1052 離婚，1053 留学，1054 流行，1067 恋愛，1073 労
50 
働，録音 
③―１日本語がサ変動詞で，中国語が名詞だけのもの 
 38 意図，99 外交，306 航海，345 故障，372 作文，542 炊事，757 
同感， 
 ―2 中国語が動詞と名詞のもの 
 16 暗示，41 移民，60 運動，64 影響，70 援助，95 解決，103 開始，
104 解釈 111 会談，114 解答，119 解放，122 会話，150 仮定，165
干渉，182 記憶 195 記念，198 希望，208 教育，216 教授，231 記録，
239 空想，254 警戒，258 経験，259 警告，262 計算，265 継続，275 
打扮，280 結晶，281 決心，283 決定，292 検査 294 建設，298 検
討，342 呼吸，329 交通，331 行動，341 誤解，370 作業，398 指
揮，409 刺繍，418 実験 421 実践，478 準備，492 象徴，438 写
生，446 集合，458 主演 463 主張 477 循環，480 紹介，500 小便，
501 照明，506 勝利，523 信仰，530 申請 543 推進，555 生活，
557 制限，561 生産，568 声明，574 設計，578 設備，580 説明，
587 宣言，599 戦闘，607 創作，611 装飾，618 装置 623 組織，
627 存在，628 損失，633 待遇，635 経歴，640 対照，640 対比 643 
代表，668 断定，672 積累，681 忠告，693 彫刻，717 通知，737 出
入 758 統計，760 動作，859 発明，863 反映，867 反射，875 反
応，899 表現，939 分配，945 分裂，970 報告，982 保証，983 保
障，987 翻訳 1069 練習，1073 労働，1073 工作， 
④―1 日本語がサ変動詞で，中国語が形容詞のもの 
 ―1 形容詞のみ 34 一致，165 乾燥，308 合格，452 執着 
④－2 動詞と形容詞併用 
 18 安定，84 応用（非述），130 確定（非述），142 失望，148 活躍，
149 応用（非述）181 緩和，210 強化（非述），263 傾斜，264 形式，295 
謙虚，305 公開，335 興奮，348 固定，362 栽培，397 自覚，426 失
望，428 実用 453 集中する，536 進歩，558 成功，572 接近，630 尊
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重, 669負責, 699　調和, 704　沈黙, 756統一, 948平均, 949　平行(非
述) , 969　冒険,
⑤　動詞以外の品詞を併用(中国語の品詞)
145　活動(動詞,
245　分別(動詞,
330　肯定(動詞,
447　始終(名詞,
520　所有(動詞,
711通過(動詞,
788　努力(動詞,
1003　矛盾(名詞,
形容詞,非述形容詞,名詞)
名詞,形容詞)
形容詞,副詞)
形容詞)
名詞,形容詞,非述形容詞)
前置詞)
形容詞,名詞)
動詞,形容詞)
8.　これまでのまとめ
漢語サ変動詞を中国語に翻訳するとき,同形語の意味を知っている中国語
母語話者は,同形語ゆえに,意味の取り違えを起こす場合がある｡石堅･王
建康(1983)を再度検討した結果, Aでは, ｢混雑｣は動詞のみで,形容詞はな
かった｡さらに｢独立｣ ｢矛盾｣は名詞も持っていた｡動詞の意味を失った
ものは, ｢緊迫｣ ｢緊張｣｢混乱｣｢熟練｣｢惟惇｣｢老成｣｢狼狽｣等であった｡
今,改めて,品詞を見てみると,形容詞だけをもつものが, (混乱/緊迫
/緊張/熟練/惟惇/狼狽) ,形容詞+動詞が(腐敗/安定/興奮/孤立/充
実/衰弱/繁栄/密集/発達) ,動詞+名詞+形容詞(矛盾,独立) ,動詞の
みが(混雑)である｡彼らは｢日本語で状態を表す動詞が瞬間動詞でもあり,
その点,中国語は形容詞なのか動詞なのか,形容詞･動詞両用なのかがはっき
りしない｣ことを誤用の原因に挙げているが, ｢中国語は形容詞,日本語は
自動詞｣のグループをA分類としていること自体が,検討を要する｡また,
｢緊張｣ ｢興奮｣は和製漢語である｡これらについては言及されていないし,
｢緊張｣に動詞の意味がないという説明だけでは,足りない｡和製漢語に分
類される単語は,動詞のものはその使い方に,形容詞として入ったものは,
52
形容詞か,形容詞+非述形容詞か,非述形容詞のみかで,働きに違いが出る｡
7の同形語の分類で, ①②③｣に入っている単語,つまり,非述形容詞のみ
持っているもの,和製漢語であることがわかっているもの,中国語に名詞し
かないもの,これらに注意を払って翻訳や,語嚢の指導に当たるべきである｡
又,遠藤紹徳/武吉次郎(1990)によれば,類義語は,次のような性格を持
つ｡
この日中同形類義語には,両国語における意味は基本的には同じだが
ニュアンスの違いがあるもの,または,意味は同じだが,ほかの語との
組み合わせや使う場所と場合などにちがいがあるもの,つまり使い方が
違うもの,或いは,両国語における意味が一部重なっているが,重なら
ない部分があるものなどが含まれる｡これらの一見似ていて実は違うの
が一番困る.それでは,この,少し似ていて,違うところもある語柔を
どのように探すのかということになるが,それはとても難しい｡
今回,漢語サ変動詞が日中で品詞の違いがどうなっているかをみたわけで
あるが,品詞が違うことで誤用が起こりやすいとは言えるだろう｡品詞を比
べて,中国語に動詞のないもので,名詞しかないもの,形容詞しかないもの,
中でも非述形容詞,さらに和製漢語には注意しなければならない｡
因みに,中国語では動詞以外の品詞を持ち,日本語で｢～する｣を使うも
のとして, ｢意図｣｢強行｣｢勤務｣｢勤労｣｢決意｣｢倹約｣｢合意｣｢錯覚｣｢執着｣など
が挙げられる｡また,中国語では動詞でありながら,日本語では｢～する｣
が使えない物に, ｢習慣｣｢危害｣｢犠牲｣｢危害｣｢小心｣などが挙げられるo
9.いくつかの不明点
以下は, 【疑問】の①～⑤までを提出し,さらに, 【考え】を述べる｡
疑問① ｢共通｣と｢共同｣はどちらも非述形容詞,つまり,日本語から中国
語に入った単語である｡ところが,共通はない｡なぜか｡
疑問② ｢一定｣は,非述形容詞の中には入っていない｡ところが, 『白水社
中国語辞典』 (2002)は,非述形容詞としてあげている｡ ｢一途｣, ｢一見｣, ｢-
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議｣, ｢一献｣, ｢一徹｣, ｢一期一会｣,などは和製漢語に入っている. ｢一貫｣
も和製漢語であり,非述形容詞である｡ ｢一定｣も和製漢語の可能性がある
と考えてもいいのか｡
疑問③ ｢結論｣ ｢結果｣は,用例から語桑の使用に新旧があるようだ｡
疑問④ ｢緊張｣は和製漢語であるが,新しい単語である｡
疑問⑤ ｢原因｣には, ｢～のために｣と｢原因｣の二種類の意味が,中国語
にあるが,どちらかが新しいのか｡
[疑問①についての考え]
【共同】は次の意味を持つ｡ l　形容詞･非述語(共同の,共通の)例文:大
家尽管心情各弄,只有一介感慨却是共同的｡ (皆の気持ちはそれぞれ異なるが
ただある感慨は共通している)
2　副詞(共同して,一緒に)例文:返↑同塵需要共同村龍,共同研究. (こ
の間題は共同して討論し,共同して研究する必要がある)
【共通】は次の意味を持つo l　形容詞･非述語(共通の,共通する)例文:
送是共通的道理｡ (これは万人に共通の道理である)共通口号(共通のスロ
ーガン)
『辞海』の意味は次のようなものである｡
【共同】 《辞海》①沈言一同.孟子②大家-起　前漢書　③属干大家的,彼
此都具有的｡
【共通】 《辞海》　通干或道子各方面的,共同｡　葉聖陶,燕山夜話
和製漢語に｢共同｣が入っていて｢共通｣が入っていないのは, ｢共通｣が
葉聖陶の例を引いているので,新しい用法だと考えられる｡逆に｢共同｣は,
例文が｢孟子｣なので,古いと考えられる｡
日本語の出典は, 【共通】は中江兆民(1901)が最初, 【共同】は『改正増補
和英語林集成』 (1886)が初出o
[疑問②についての考え]
【一定】 1形容詞(一定している) 2　形容詞･非述語(一定程度の)例文.･
他毎天都有一定的吋同看弔｡ (彼は毎日相当な時間読書をしている) 3　形容
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詞･非述語(特定の)例文:在一定的条件下(一定の条件の下では) 4　形
容詞･非述語(必然的な)例文:退所↑同塵没有一定的朕系｡ (この二つの
問題には必然的なっながりがない) 5　副詞(きっと) 6　副詞(ぜひとも) 7
副詞(不一定) (必ずしも-州ではない)
【一貫】の意味は, 1形容詞･非述語(一貫している)
例文:服苦朴素是一定的作凧｡ (質素で困難に耐えるのは彼の一貫したやり
方である)我国政策是一貫的o (我が国の政策は一貫している)一貫立物(一
貫した立場)
2　副詞(一貫して)一貫反対(一貫して反対する)一貫重視(一貫して重視
する)例文:我イr]一貫地堅持群余路銭. (われわれは一貫して大衆路線を貫く)
【一定】の意味は, 《辞海》 ①-蛭制定②固定不変③規定的④必然⑤表示竪
決⑥某神程度的⑦特定(漢･雫友誼) ⑤茅盾⑦毛沢東
【一貫】は, 《辞海》 ①頂用-神道理貫穿干万事万物②同杵③迂貫④臥不改
変⑤表数量　　① (論語) ｢書道-以貫之｣ ②荘子,である｡
どちらも,出典は古いo使用法のみが和製だといえるかもしれない. ｢一貫｣
が和製なら, ｢一定｣も,和製漢語に入りそうだ｡
[疑問③についての考え]
用例は省くが, ｢結果｣は仏教に関係がある語で,古くから使われている｡
茅盾が新しい使い方をしている｡ ｢結論｣は毛沢東の文を引いている｡ ｢結晶｣,
｢結合｣は,和製漢語に入っている｡
[疑問④についての考え]
｢緊張｣が,茅盾,朱徳,巴金などの文に用例があり,それ以前の用例が出
ていないので,新しい語である｡
[疑問⑤についての考え]
引き起こした原因というような意味で使っているのは,魯迅であるが, ｢～
によって｣で使っているのは, ｢水瀞伝｣ 44回である｡また,察元培も使用
している｡現在の使い方として,魯迅の使用した意味( 《南腔北開集･夫子
女人》 "著移和揺廓只是-村社会崩演腐化的現象,決不是原因｡ " )のほうが
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一般的であろう.使用法は新しい｡
10.全体を通して
最後に,同形語である場合の,サ変動詞に対する学習者の理解について,
考える｡日本語を中国語に訳す場合,また,逆の場合も,外見に現われる形
から類推する方法は,次の三点が考えられる｡
l　形の近いものは,すぐに分かり,母語にひかれて訳すので,意味が近いと
きは非常に便利｡意味が遠い場合は,思わぬ間違いになる｡
2　形から遠いものは,品詞を間違えたり,意味を間違える｡
しかし,簡単には類推しないので,変な間違いにはならない｡
3　形の上であいまいなものは,意味の拡大や極小化を起こす｡品詞や,語嚢
の意味を間違えやすく,誤用だということに気付かない｡
このような推論が成り立つが,これらは一般論であり,資料を必要としな
い｡やはり大事なのは,その語の持つ歴史的な性質,外来のものかどうか,
日中の品詞が,どの品詞に属している語かということが,大きなポイントに
なってくる｡特に,中国語で動詞をもたない漢語サ変動詞について,また,
和製漢語であるものについては,単に語嚢の意味からだけでなく語用論や,
自動詞･他動詞の使い方とも大きく関わってくると考えられる｡
今回,和製漢語の決定には,陳力衛(2001)を使い,非述形容詞の選定には,
『白水社中国語辞典』 (2002)を使用した｡なお,中川正之(2005)も日本語と中
国語を論じている｡今回は取り上げていないが,考えなくてはならないテー
マである｡今後,さらに,中国人日本語学習者の作文を題材にして,これら
の漢語サ変動詞の誤用がどのように現れるかについて,具体的な検討を試み
たい｡
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